平成３０年度　運営に関する計画・自己評価（最終評価）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪市立市岡小学校
評価基準　Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ：目標どおりに達成した
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった


	年度目標
	達成
状況

	【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】

全市共通目標

○　平成３０年度の小学校学力経年調査における標準化得点を、前年度より向上させる。
〈平成２９年度の標準化得点（４教科合計）〉
　　３年生：１０５．９　　　　　４年生：１０１．０
　　５年生：１１１．３　　　　　６年生：　９４．５




○　平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が、市平均の７割に満たない児童の割合を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント減少させる。
〈平成２９年度の市平均の７割に満たない児童の割合（４教科合計・％）〉
　　３年生：１２．２　　　４年生：８．３　　　５年生：６．３



○　平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が、市平均を２割以上上回る児童の割合を同一の母集団で比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント増加させる。
〈平成２９年度の市平均を２割以上上回る児童の割合（４教科合計・％）〉
　　３年生：８．２　　　４年生：１６．７　　　５年生：１６．３



○　平成３０年度の小学校学力経年調査(校内調査)における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」という質問に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度より増加させる。
〈平成２９年度の肯定的回答の割合（％）〉
　　３年生：６８　　４年生：７８　　５年生：６６　　６年生：７５
　　学校全体：７２




○　全国体力・運動能力、運動習慣等調査における体力合計点の向上に向けて、反復横跳び、ソフトボール投げ、立ち幅跳び、５０ｍ走の記録を、１学期と２学期とで比べ、１ポイント向上させる。
	Ｃ


	
学校の年度目標

　○　ＩＣＴを活用した授業づくりに取り組む。
　○　児童の道徳性を育てる道徳指導のあり方について研究をする。
	




	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①　【施策５　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組　】
　　指導方法の工夫を通して習熟度別少人数学習の充実を図り、児童の学習に対する意欲を高め、国語・算数の学力の向上を図る。
	Ｃ

	指標　　平成３０年度の小学校学力経年調査における標準化得点を、前年度より向上させる。
	

	取組内容②　【施策６　国際社会において生き抜く力の育成】
　　デジタル教科書(国語・算数)、タブレット端末、プロジェクターなどのＩＣＴ機器を活用した授業づくりをすすめる。
	Ａ

	指標　　ＩＣＴを活用した授業を各学級、週３回以上行う。
	

	取組内容③　【施策５　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】
　　始業前の朝の時間(火曜日)等を活用して読解力・漢字力をつけるために、課題プリント等を使って基礎・基本的な学力の向上を図る。
	Ｃ

	指標　　平成３０年度の小学校学力経年調査国語における、漢字の読み書き、物語文・説明文の読み取りについての標準化得点を大阪市と比較して、前年度より向上しているようにする。
	

	取組内容④　【施策２ 道徳心・社会性の育成】
　　　　　　【施策５　子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組】
　　道徳指導において伝え合う力の育成をめざした授業づくりをすすめ、自分の考えを発表したり、友達の意見を聞いたりしながら、よりよい生き方を考えることができるようにする。
	Ａ

	指標　　各学年で年間１回、全学年で合計６回の全体研究授業に取り組む。
	

	取組内容⑤　【施策７　健康や体力を保持増進する力の育成】
　　運動場の使い方を工夫したり、遊具の活用を図ったりして、運動に親しむ習慣を育成する。
	Ｂ

	指標　　反復横跳び、ソフトボール投げ、立ち幅跳び、５０ｍ走の記録をのばす。
(６月→１１月)
	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	【全市共通目標】について
○　平成３０年度の小学校学力経年調査における標準化得点を、同一の母集団で比較したところ各学年とも前年度よりの向上は見られなかった。
〈平成２９年度と３０年度の標準化得点（４教科合計）〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　３年生：　９４．９
　　３年生：１０５．９　　→　　　４年生：　９４．２
４年生：１０１．０　　→　　　５年生：１００．２
　　５年生：１１１．３　　→　　　６年生：１０３．３
６年生：　９４．５








○　平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が、市平均の７割に満たない児童の割合を、前年度のものと同一の母集団で比較したが、いずれの学年も前年度より増加し、目標は達成できなかった。
〈平成２９年度と３０年度の市平均の７割に満たない児童の割合（４教科合計・％）〉
　Ｈ２９　　３年生：１２．２　　　４年生：８．３　　　５年生：６．３
　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　↓
　Ｈ３０　　４年生：１５．５　　　５年生：９．４　　　６年生：８．８






○　平成３０年度の小学校学力経年調査における正答率が、市平均を２割以上上回る児童の割合を前年度のものと同一の母集団で比較したが、いずれの学年も前年度より１ポイント以上増加した。
〈平成２９年度と３０年度の市平均を２割以上上回る児童の割合（４教科合計・％）〉
　Ｈ２９　　３年生：　８．２　　　４年生：１６．７　　　５年生：１６．３
　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　↓
　Ｈ３０　　４年生：１８．６　　　５年生：２２．９　　　６年生：２８．８







○　平成３０年度の小学校学力経年調査(校内調査)における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」という質問に対して、肯定的に回答する児童の割合を、前年度と比較したが、増加しなかった。
〈平成２９年度と３０年度の肯定的回答の割合（％）〉
Ｈ２９　３年生：６８　４年生：７８　５年生：６６　６年生：７５　学校全体：７２

Ｈ３０　３年生：６９　４年生：７１　５年生：７３　６年生：６８　学校全体：７０






○　全国体力・運動能力、運動習慣等調査における体力合計点の向上に向けて、反復横跳び、ソフトボール投げ、立ち幅跳び、５０ｍ走の１学期を１００として２学期の記録と比べたところ、
２年反復横跳び（９６．７）、　　　　　５年反復横跳び（９９．３）、
２年ソフトボール投げ（１００．０）、　６年ソフトボール投げ（９９．５）
　以外は、１ポイント以上の記録の上昇が見られた。なお、５０m走の記録は、工事のためとれなかった。

[bookmark: _GoBack]【学校の年度目標】について
○　「ＩＣＴを活用した授業づくりに取り組む」については、各学級間で使用頻度に違いはあったが、ほぼ毎日使用した。また、タブレットに関しては、環境が整備された３学期に、ようやく各学級で使用されるようになってきた。ただ、すべての学級で効果的に活用できているとまでは言えない。

○　「児童の道徳性を育てる道徳指導のあり方について研究をする」については、年間を通じて、教材分析、指導方法、評価などについて研究を重ねてきたので、道徳指導のあり方については向上したと言える。

【取組内容】について
①　習熟度別少人数学習を計画的に実施し、ICT機器を活用して分かり易い授業の工夫をしてきたが、標準化得点を、前年度より向上させることができなかった。
②　全学級教室にプロジェクターを設置し、授業パソコンとともに、ほぼ毎日、活用することができた（国語・算数・道徳デジタル教科書、英語学習ＤＶＤ教材「ＤＲＥＡＭ」、ＮＨＫｆｏｒＳｃｈｏｏｌなど）。タブレット端末を使用しての調べ学習やパワーポイント作成・発表にも取り組むことができた。
③　学習教材データ配信を活用し、読解力・漢字力を中心に、基本的な学力向上を図った。
しかし、経年調査国語における、読む能力と言語についての知識理解の標準化得点を、前年度より向上させることはできなかった。
④　「『よりよい生き方』を考え、共に学びあう子どもを育てる」を研究テーマに、全教員で研究に取り組み、外部講師を招いて、各学年1本ずつの研究授業を6回行った。その成果を港区教員研究発表会で報告することができた。
⑤　校舎の外壁工事期間が長く続き、運動場が狭く、使いにくかった。しかし、体育の授業の工夫や、運動委員会による遊び紹介の取り組みなどにより、運動に親しむ習慣を育成することができた。秋の体力テストでは、反復横跳び、ソフトボール投げ、立ち幅跳びの記録を取り、全学年がほとんどの種目で記録を伸ばすことができた。

	来年度に向けての改善点

	〇読解力・漢字力をつけるために、朝学習または昼学習など、短時間で、毎日継続して取り組めるような、時間の確保と、学習教材データ配信の有効的な活用について、学校全体で考えて取り組む。
〇全教室のネットワーク環境を改善し、児童が積極的にタブレットを活用する授業づくりに努める。
〇年間を通して、運動能力向上の取り組みをする。
　（体育授業の工夫、遊具の活用、遊びの紹介など）

今年度の結果をさらに分析し、来年度の取組みに生かしていき、目標を達成させたい。
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